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事 業 計 画 総   括 

介護施設のブランディング 

1）「中で働く職員が心地よい笑顔を見せられているか」 

  ワークライフバランスに配慮した働きがいがあり、魅力ある職場を作り

に取り組む。多様な職種、勤務形態、年代の職員が働きやすい環境を推進

する。福祉人材の定着に向けた組織風土づくりや人材育成制度などの職

員フォローアップ体制、キャリアパスの構築など、職員の離職防止に取り

組む 

 

2）「収益性の確保と科学的根拠に基づく介護の実践」 

  介護保険法の改正に伴う重点項目、変更される加算要件や介護報酬に多

職種によるこれまで以上の連携を図り、算定を目指す 

   必要な人材確保と育成・適正な配置を行い、科学的根拠に基づく介護を目

指す 

 

3）「地域における公益的な取り組み」 

社会福祉法人の責務として、地域に信頼される施設づくりを目指す。地域

の活性化、つながりの構築に向けて、多様な関係機関や個人との連携・協

働を進める 

  

4）「SNS を活用した施設アピール」 

  Instagram を活用し、施設の情報発信を行い、施設のイメージアップ、入

居促進、雇用促進に繋げていく 

 

 

 

 

 

1）職員の満足度向上と職場環境の整備  

「職員の笑顔」がサービスの質に直結すると考え、ワークライフバランス

に配慮した多様な働き方を推進しました。多様な職種や年代の職員が働き

やすい環境を整えるとともに、キャリアパスの構築やフォローアップ体制

を強化したことで、福祉人材の定着と離職防止に向けた組織風土づくりが

進みました 

 

2）収益性の確保と科学的根拠に基づく介護の実践  

加算要件や介護報酬の変更に柔軟に対応し、多職種間の連携を深めること

で確実な収益確保に努めました。また、適切な人材配置と育成を通じて、

科学的根拠に基づいた介護を実践し、サービスの質の向上を実現しました 

 

 

3）地域における公益的な取り組みの展開 

社会福祉法人としての責務を果たすべく、地域から信頼される施設づくり

に邁進しました。多様な関係機関や個人との連携・協働を深め、地域の活

性化やつながりの再構築に寄与する活動を展開しました 

 

4）SNS を活用した施設アピール 

事業計画に掲げていた SNS（Instagram 等）を活用した情報発信について

は、運用体制の整備が不十分であったため、今年度の積極的な活用には至

りませんでした。今後は、施設の日常や独自の取り組みを外部へ可視化し、

イメージアップや入居促進・雇用促進に繋げるための具体的な広報手段の

確立と、継続的な運用ルールの策定が課題として残りました 
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事 業 計 画 総   括 

地域貢献できる安定した経営 

① 法人の理念・運営方針の周知・徹底 

ア）地域における高齢者福祉サービスの拠点としての施設の役割や機能

を自覚し、地域住民の期待に応える施設運営 

 

② 管理体制の確立 

ア）業務分掌の改定 

イ）各委員会、各会議の実施と内容の充実 

 

＜事故防止委員会＞ 

・「事故発生の防止のための指針」に基づき事故防止対策委員会の定例開催を行

い、事故防止体制の強化に努める。事故報告書等から事故の分析を行い、再発

防止に努める 

・ヒヤリハットの提出の強化を行い、事故を未然に防げるように努める 

 

＜感染症対策・褥瘡予防委員会＞ 

・「感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための指針」に基づき、感染防

止対策委員会を定例開催し、委員会の結果内容を全職員に周知する。感染症

BCP に基づいて、定期的な研修と感染を想定した訓練を行い、管理体制を強

化する 

 

＜身体拘束廃止・高齢者虐待防止委員会＞ 

・「身体的拘束等の適正化に関する指針」に基づき利用者等の生命または身体を

保護するため緊急やむを得ない場合を除く、身体拘束その他利用者の行動を

制限する行為を行わないことを徹底する 

 

 

① 地域の高齢者福祉サービスを支える拠点としての役割を再認識し、法人の

理念や運営方針を全職員に周知・徹底しました。地域住民の期待に応えるべ

く、透明性の高い施設運営に努め、地域社会との信頼関係の構築を推進しまし

た 

② 組織の効率化を図るため、業務分掌の改定を実施しました。また、各委員会

や会議の実施内容を充実させ、多職種が連携して課題解決に取り組む体制を

構築したことで、組織運営の安定性が向上しました 

 

 

・「事故発生の防止のための指針」に基づき事故防止対策委員会を定例開催しま

した。提出された事故報告書の詳細な分析を通じて、事故発生の要因を特定

し、実効性のある再発防止策を講じることで事故防止体制の強化に努めまし

た。特に、重大な事故を未然に防ぐため、ヒヤリハット報告の提出強化を図り、

職員の危機管理意識の向上を推進しました 

 

・「感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための指針」を遵守し、感染防

止対策委員会の定例開催およびその結果の全職員への周知を徹底しました。

また、感染症 BCP に基づき、定期的な研修や感染発生を想定した訓練を実施

したことで、有事の際にも迅速かつ適切に対応できる管理体制を構築しまし

た 

 

・「身体拘束等の適正化に関する指針」に基づき利用者の生命または身体を保護

するため緊急やむを得ない場合を除き、身体拘束、その他利用者の行動を制限

する行為を行わないことを徹底しました。高齢者虐待防止委員会等を通じ、利

用者の尊厳を尊重したケアのあり方を常に追求し、安心・安全な生活環境の維 
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事 業 計 画 総   括 

・委員会を定例開催し、その中で年に 2 回の研修を実施し拘束廃止・虐待防止

に向けての解決策を検討する。 異常の早期発見や虐待の疑いのある時は、上

司へ報告したうえ適切な手続きを踏まえた上で通告する 

 

〈衛生委員会〉 

・職員のメンタルヘルスマネジメントを産業医アドバイスの基に委員会を

開催し、ワークライフバランスに配慮した取り組み行う 

・職員面談を通し、職員の心身の状況を把握、適宜対応していく 

 

〈給食委員会〉 

・栄養計画に基づいたマネジメントの確認。栄養状態の維持・改善を多職

種の視点からも行い、利用者の健康管理に努める 

・行事食のバリエーションを増やし、生活の中での食事の楽しみを作って

いく 

 

〈防災・災害対策委員会〉 

・会議を定期開催し、マニュアルの見直し、様々な場面を想定した訓練を

行っていく 

・被害を最小限に抑え、施設内にいる人々の安全を確保する事を目的に、

災害 BCP に基づいての避難経路の確認。災害備蓄物の点検を定期的に行

う 

 

相談窓口の設置 

・「苦情受付担当窓口」を設け、利用者及び家族等からの苦情に速やかに対応し、

解決を図る。家族アンケートを実施し、施設内アンケート内容を把握しなが

ら、質の良いケアの向上に努める 

持に努めました 

 

 

 

 

・産業医のアドバイスに基づき、職員のメンタルヘルスマネジメントを推進しま

した。定期的な面談を通じて職員の心身の状況把握を行い、ワークライフバラ

ンスに配慮した柔軟な対応を継続しました 

 

 

・多職種連携による栄養マネジメントを実施し、利用者の健康維持・改善を図り

ました。また、行事食のバリエーションを増やすことで、日常生活における食

事の楽しみを演出し、利用者の満足度向上に繋げました 

 

 

 

・マニュアルの見直しと、様々な事態を想定した訓練を定期的に実施しました。

災害 BCP に基づき、避難経路の確認や備蓄品の点検を行い、施設内の安全確

保に向けた体制を強化しました 

 

 

 

 

・「苦情受付担当窓口」を通じ、利用者および家族からの要望に迅速に対応しま

した。家族アンケートや施設内アンケートを実施し、得られた意見を具体的な

ケアの質向上に反映させる取り組みを行いました 
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事 業 計 画 総   括 

・第三者委員を選任し、苦情処理の開かれた窓口を設け、寄せられた苦情を真摯

に受け止め、速やかな苦情処理を図り、その後のより良いサービスの提供につ

なげる 

 

・日々の相談の他に、入退院の調整や終末期への移行の際でも、安心して

施設で生活出来る様、関係部署との体制を構築していく 

 

 

明日を担う人材育成 

① 能力開発 

   ア）職員教育研修方針の作成  

イ）人事考課制度の見直し  

ウ）内部研修体制の充実、外部研修への積極的な参加、専門性の向

上 

エ）チーム力の強化と多職種連携 

     強固に連携すること、一人ひとりが問題意識を持ち、目の前に

あることに対し主体的に取り組み、チーム力の強化に取り組む 

② 認知症ケアの質の向上 

ア）認知症研修の充実 イ）資格取得の推進 

③ 医療ケアの質の向上 

ア）医療面の研修の拡充 イ）業務内容のマニュアル化 

ウ）看取り介護の推進  エ）アセスメントの強化 

④ 個別ケアの充実 

ア）家族アンケートの実施 イ）サービスマナーの向上 

ウ）アセスメントの強化 

 

・第三者委員の選任および苦情処理窓口を適切に設置・運用し、寄せられた苦情

や意見に対して真摯かつ迅速に対応する体制を維持しました。これらの声を

現場にフィードバックすることで、提供サービスのさらなる改善と質の向上

に繋げることができました 

・日々の相談対応に加え、特に入退院の調整や終末期への移行といった重要な局

面において、関係部署との密接な連携体制を強化しました。これにより、利用

者がどのような状態にあっても、一貫して施設で安心して生活を継続できる

支援体制を整えることができました 

 

① 職員の主体性を育むため、「人事考課制度」の見直しに着手しました。内部

研修の充実に加え、外部研修への積極的な参加を促すことで、個々の専門性を

高める環境を整備しています。また、多職種連携とチーム力の強化を推進し、

一人ひとりが問題意識を持って主体的に業務に取り組む組織風土の醸成に努

めました 

 

 

 

② 認知症ケア： 研修の充実と資格取得の推進により、専門知識に基づいたケ

ア体制を強化しました 

③ 医療ケア： 医療面の研修拡充とともに、看取り介護の推進やアセスメント

の強化を図りました。また、業務内容のマニュアル化を進めることで、サービ

スの標準化と安全性の向上を実現しました 

④ 利用者一人ひとりに寄り添ったケアを実現するため、「家族アンケート」を

実施し、そのフィードバックを現場に反映させました。併せて、サービスマナ

ーの向上やアセスメントの再強化に取り組むことで、利用者およびご家族の

満足度向上に資する個別ケアの徹底を図りました 
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事 業 計 画 総   括 

地域社会との連携強化 

① ボランティア活動の推進 

ア）支え合いモデル事業の拡充 

イ）受け入れ体制の強化 

ウ）利用者とボランティアの互いの活性化 

② 地域貢献の促進 

ア）地域ニーズの把握  イ）ニーズの具現化  

ウ）地域資産の施設として、地域交流スペースを活用して頂けるよ

う、地域に向けた情報発信を行う 

③ 防災拠点としての機能の充実 

ア）地域と連動した防災計画の立案 

イ）地域と共同での防災訓練の実施 

 

事業経営の安定化 

① 適正な収入を確保し安定的な財務基盤を確立するため、稼働率維持・向上、

利用者増加に向けた取り組みの強化。利用率を確保するために、全職種が協力

し利用者の入退所を円滑に行う 

 

② 利用者の安定的確保に向けて施設のイメージアップや信頼される施設づく

りを目指し、利用者のニーズに幅広く対応できるよう各専門職のスキルアッ

プを図る 

 

③ 日々の健康管理、医療連携体制を維持することや機能訓練指導員による個

別機能訓練により維持向上に努め、1 日でも長く利用を継続できるよう支援す

る 

 

 

① 支え合いモデル事業の拡充に注力し、ボランティアの受け入れ体制をより

強固なものへと整備しました。その結果、利用者とボランティアの双方が活性

化される良好な交流の場を創出することができました 

 

② 地域の具体的なニーズを的確に把握し、その具現化に向けた取り組みを行

いました。特に、当施設の地域交流スペースを有効に活用いただけるよう、積

極的な情報発信に努め、地域住民との接点を広げることができました 

 

③ 地域との連動した防災計画の策定には至りませんでした。近隣との共同会

議を今後実行し、災害発生時における拠点としての機能を確認し、地域社会と

の互助体制を強化するように体制を整えていきます 

 

 

① 適正な収入を確保するため、全職種が連携して利用者の入退所を円滑に進

め、稼働率の維持・向上に努めました。その結果、アルシュ富谷全体での年間

平均稼働率 95 %という数値目標の達成に向けた基盤の強化ができました 

② 利用者の安定的確保を目指し、施設のイメージアップを図るとともに、多様

なニーズに幅広く対応できるよう、各専門職のスキルアップを推進しました。

これにより、利用者およびご家族から「信頼される施設」としての地位確立を

図っています 

 

③ 日々の徹底した健康管理と強固な医療連携体制を維持しました。また、機能

訓練指導員による個別機能訓練を通じて、利用者の ADL の維持・向上に努め、

一日でも長く住み慣れた場所で利用を継続できるよう支援体制を充実してい

ます 
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事 業 計 画 総   括 

④ 科学的根拠に基づく LIFE を導入し、質の高いケアを提供する 

 

 

⑤ 【数値目標】アルシュ富谷全体年間平均稼働率 95.0％  

 

④ 科学的介護情報システム（LIFE）を導入し、客観的なデータに基づいたケ

アプランの策定と実践を行いました。根拠に基づいた質の高いケアを提供す

ることで、サービスの更なる付加価値向上を実現しています 

⑤ 数値目標である年間平均稼働率 95％を超え、令和 7 年度平均稼働率は 97％

とし年間を通して安定した稼働を実現することができました 
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委員会活動計画 

委員会名・内容 担 当 開催予定 活動目標・計画、内容 

事故防止委員会 

※事故防止に関すること 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、 

機能訓練指導員、看護職員、介護職員★ 

毎月第 3 水曜 

※行政報告以上の事故が発生した際、

随時 

年 2 回の研修企画・実施 

ヒヤリハット・事故防止対策の検討 

法改正への対応 

感染症・褥瘡委員会 

※排泄介助に関すること 

※感染症予防に関すること 

※褥瘡対策に関すること 

施設長、介護支援専門員、機能訓練指導員、

看護職員★、管理栄養士、介護職員 

奇数月 

第 4 水曜 

※集団感染発生した際、随時 

年 2 回の研修企画・実施 

施設内感染対応訓練の実施 

マニュアルの見直し 

感染症 BCP の確認 

身体拘束廃止・虐待防止委員会 

※身体拘束廃止に関すること 

※虐待防止に関すること 

施設長、介護支援専門員、生活相談員★、 

介護職員 

奇数月 

第 3 木曜 

年 2 回の研修企画・実施 

マニュアルの見直し 

虐待チェック表の作成・集計 

防災委員会 

 

※防火、防災対策に関すること 

施設長、防災担当事務★、看護職員、 

介護職員★ 

偶数月 

第 3 木曜 

年 2 回の訓練企画・実施 

防災 BCP の整備・訓練企画・実施 

設備点検の実施 

給食委員会 施設長、介護支援専門員、管理栄養士★ 3 ヵ月に 1 回 委託業者との話し合い 

厨房環境の把握 

衛生委員会 

 

施設長★、看護職員、事務員、産業医 偶数月に開催 職員の健康状態の確認 

ストレスチェック・定期健康診断の確認 

環境衛生管理のチェック 

※★は委員長 又、各委員会にユニットリーダーを各 1名以上配置し、内容の充実と周知徹底に努める 

 管理職においては、全委員会に関しアドバイザー的な役割を持ち各委員会が実施出来る様関わっていく 
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内部研修計画 

月 研修名・内容 担 当 対象者 

4 月 認知症・緊急時対応 施設長 全職員 

5 月 事故防止について 事故防止委員会 全職員 

6 月 ADL に応じた移乗介助の見直し 機能訓練指導員 全職員 

7 月 食中毒予防・褥瘡予防について 感染症・褥瘡委員会 全職員 

8 月 AED の使い方について 富谷消防署（外部） 全職員 

9 月 身体拘束の内容・身体拘束廃止に向けた取り組みについて 身体拘束・虐待防止委員会 全職員 

10 月 排泄について 外部講師 全職員 

11 月 日常生活機能維持の為の取組み。 機能訓練指導員 全職員 

12 月 感染症研修（ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・ﾉﾛｳｲﾙｽ・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ等） 感染症・褥瘡委員会 全職員 

1 月 ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・個人情報について 施設長 全職員 

2 月 
身体拘束・高齢者虐待について 

実事例集を基に拘束に繋がる行動を理解する 

身体拘束廃止・虐待防止委員会 
全職員 

3 月 事故防止について・今年度の事故振り返り 事故防止委員会 全職員 

※内容や開催時期については変更の可能性がある。 ※外部研修については、開催案内を基に状況を見ながら参加する。 

 

施設防災計画 

【目 的】施設の防災体制、整備目的に基づき、防災委員会が主となり安全な施設環境の整備と避難訓練の計画をし、利用者及び職員の安全と災害対応を整備する。 

防火設備点検：９月、1月 実施予定 

月 内 容 対象者 

5 月 総合避難訓練（夜間想定） 全職員 

11 月 総合避難訓練 全職員 
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職員の定数及び配置状況 

職 種 
職 員 数 （併設短期入所を含む） 

備 考 
常 勤 非 常 勤 常勤換算人数 

施設長 1  1.0  

介護課長 1  1.0  

総務事務員 1  1.0  

医師  1 0.2  

介護支援専門員 2  1.0 UL と兼務 

生活相談員 2  2.0  

管理栄養士 1  1.0  

機能訓練指導員 1  1.0  

看護職員 3 2 4.6  

介護職員（内介護福祉士） 33（27） 8（5） 37.5 内派遣職員 4.0 

事務職員 2    

生活サポーター  1 0.2  

宿直員     

合 計 47 14 50.5  

令和 7年 4月 1日 予定 
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幼保連携型認定こども園 

アルシュ富谷こども園 事業計画（総括） 

 

基本方針 

令和 7年度事業計画 

中期計画 

令和 7年度予算 

職員研修計画 
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 事 業 計 画 総    括 

 

 

 

 

基 

本 

方 

針 

１、ブランド化に向けての具体策 

 これまで保育園として培ってきた安心安全な保育、一人一人の子どもと保

護者に寄り添う保育を土台に、利用者のニーズを見極め、アルシュ富谷こど

も園でしか得られないサービスを展開し、他施設との差異化によってブラン

ド化を目指す。また、働く職員に対しても魅力ある職場として、差異化を目

指す 

（1）顧客から共感が得られるサービス 

   顧客に分かりやすいサービス 

  ・ICT 教育と食育の提供：ICT 教育を通して、２１世紀型スキルの向 

上。手作り味噌、米作りの継続。食育を通し 

て、生きる力や食の大切さ等実際に体験し学 

んでいく。これからの未来を生き抜く為に必 

要な力を育む 

（2）顧客から信頼が得られるサービス 

   顧客に誠実なサービス 

・サッカー、英語課外教室の提供：習い事に通わせたい保護者のニーズ

に応え場所を提供。こども園に通い

ながら習い事ができる。サッカー教

室については東北初の取り組み。心

身ともに健康な子どもたちを育む 

 (3) 魅力ある職場づくり 

   ・有休消化率 7 割の継続   ：保育士不足が加速する中、魅力ある 

・ランチタイム        職場作りに努め、離職を防ぐ 

（月に数回数名ずつ外部で昼食会）  

   ・職員に対し誕生日、クリスマスプレゼント有（親睦会より） 

１、 ブランド化に向けて 

ブランディング５年目。地域に根差した園づくり、安心安全な教育保育の

提供を掲げ、市内でも入園希望者の絶えない園となった 

 

 

 

（1）顧客から共感が得られるサービス 

  ・ICT 教育５年目となり、子どもも職員もこれまで以上に操作方法等 

を身に付け遊びや日々の活動に活用することができた 

  ・アルシュ米、味噌作り、野菜の栽培等実体験を通して生きる力の基礎

を育んだ 

 

 

（2）顧客から信頼が得られるサービス 

  ・課外教室はどちらも関心度が高く、欠員が出るのを待つ状態である子

どもたちも楽しみながら学び得意なことを増やし自信へとつなげてい

る 

 

 

 

（3）魅力ある職場づくり 

  ・有休消化率８割達成。結婚や健康面での離職者は出たが、職員確保は

スムーズにできた。引き続き職員の声を大切にしながら、職場環境の

整備に努める 

 ・職員のランチタイムは次年度から給食費補助が始まる為実施無し 
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事 業 計 画                    総    括 

 

 

 

 

基 

本 

方 

針 

２、教育・保育理念 

 「夢や希望を持ちながら、未来を生きる力を育む」を理念とし、教育・保

育の基本方針は次の通りとする 

(1) 子どもの主体的な活動を保障する教育・保育 

(2) 子どもの自発的な活動を保障する教育・保育 

(3) 一人一人の個性に応じた教育・保育 

(4) 人との関わりを大切にした教育・保育 

 

 教育・保育目標（目指す子ども像）は次の通りとする。 

(1) 元気で明るくたくましい子ども（健康な心と体） 

(2) 人に優しく、自分が大好きな子ども 

 （自立心）（協同性）（道徳・規範意識の芽生え）（社会生活との関わり） 

(3) 様々なことに興味・関心を持ち探求心のある子ども 

 （思考力の芽生え）（自然との関わり・生命尊重） 

 （数量・図形・文字等への関心・感覚） 

(4) 人の話を聞き、自分の気持ちを素直に表現できる子 

 （言葉による伝え合い） 

(5) 豊かな感性や表現力を持ち想像力のある子ども（豊かな感性と表現） 

 

重点目標は次の通りとする 

「五感を使って遊ぶ」 

・安心、安全な環境のもと、身近なものに親しみを持ち、五感を感じて 

遊ぶ楽しさを味わえるようにする 

・五感を刺激するような様々な遊びを通して、友だちと一緒に関わって 

 遊ぶことを楽しむ 

２、 教育・保育理念 

 ・「子どもの主体的な活動とは」「主体性を大切にした教育保育とは」何か

を自分たちに問いかけ、これまでの教育保育のあり方について振り返り

ながら、これからの未来を生きる力について話し合いを重ねた。それぞ

れの保育観を語り合うことは、教育保育の質を高めることに繋がった 

 ・重点目標は次年度も継続。保育園部、幼稚園部共に指導計画に取り込み

やすい内容であった 
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 事 業 計 画 総    括 

 

 

 

 

事 

業 

計 

画 

 

 

 

 

 

１、人事面 

(1) クラス編成：計 138 名（新入園児 26 名） 

2・3 号認定：0 歳児 9 名 1 歳児 24 名 2 歳児 24 名 3 歳児 22 名  

4 歳児 21 名 5 歳児 23 名  

1 号認定：満 3 歳児 1 名 3 歳児 3 名 4 歳児 7 名 ５歳児 4 名 

(2) 職員構成：計 34 名 

  園長 1 名 副園長 1 名 主幹保育教諭 2 名 指導保育教諭２名 

  パートリーダー２名  ８ｈ保育教諭 20 名 

  非常勤保育士 5 名 用務員 1 名 

 

２、事業面 

(1) こども園移行に伴い、21 世紀型スキルの育成を行う。5 歳児 ICT 教

育や英語教育の教育的活動の継続、学年ごとの米や味噌作り。またサ

ッカー教室やリズム遊びも盛り込み、様々な体験を通して未来を生き

る力と心身ともに健康な子どもを育む 

(2) 宮城県松島自然の家にてお泊り保育を実施。自然体験や友達との活動

を通して、心豊かでたくましい子どもを育む 

(3) 子育て支援事業の実施（未就園児サークル、園庭開放、子育て相談、 

図書の貸し出し、体験保育等） 

(4) 延長保育事業の継続 

(5) １時預かり保育事業（1 号認定預かり保育継続） 

(6) 統合保育実施（2 名受け入れ） 

(7) 職場環境整備の一環として新たな休暇制度の新設（こども園独自） 

（アニバーサリー休暇、ファミリー休暇）有休取得を促進する 

 

１、 人事面 

 ・園児数は転居の為１名退園、卒園児を除く 110 名はそのまま継続 

・結婚退職 3 名。持病による療養 2 名で 5 名退職。次年度定員維持の為 

  ５名採用済み 

 ・幼稚園部主幹保育教諭、事務職員として主幹と園長職務の事務フォロー

を行っていく 

 ・幼稚園部の新たな主幹として、大学卒業より 12 年当園で勤務する職員 

  を配置する 

 

 

２、 事業面 

 ・今年度は、延長保育事業、障害児保育事業、一時預かり保育事業、幼稚 

園型一時預かり保育事業、子育て支援事業と５つの事業を実施。次年度 

は市からの要請でこども誰でも通園制度を新たに実施していく 

 ・子育て支援事業の一環として行っている子育てカフェは、利用者からも

人気が高く、ドリンクサーバーを導入したことで、さらに利用者が増

え、親子で楽しめる場へと定着してきた。今後も地域の声に耳を傾け、

必要な支援を行っていく 

 ・職員の有休消化促進の為、年間有休計画書の作成を促したことで、計画

的に有休を取得し、こども園全体として８割消化を達成 
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 事 業 計 画 総    括 

 

 

 

 

事 

業 

計 

画 

３、交流活動 

(1) 地域交流活動：体験保育や園見学の受け入れを通して、地域の親子と 

の交流を楽しむ 

(2) 保育実習生の受け入れ 

(3) 小学校中学校との連携：小学校訪問、職場体験の受け入れ 

(4) 仙台市内のこども園との交流活動（やかまし、みどりの森こども園） 

(5) 特別養護老人ホーム「アルシュ富谷」の入居者様との交流による新し

い福祉の形「幼老福祉」を実現 

 

４、職員教育 

(1) リスクマネジメント委員会の継続により、リーダー保育教諭の意識改

革を行い、危機管理意識の維持向上を図る 

具体的な内容：月 1 回委員会の開催（状況によってはそれ以上） 

       ヒヤリハット報告の提出促進 

       ヒヤリハット分析 

       事故防止対策検討 

 (2) 法人の理念・基本方針、こども園の理念・基本方針について、捉え方

の統一を図る 

(3) 研修参加、自己研鑽による資質向上を目指す 

(4) 考課表や自己評価を基にした専門性への意識向上と意欲の向上を図る 

(5) 思いやりのある職場作りに努め、相互が協力できるよう働きかける 

 (6) 安全対策会議を毎月行い、他園や自園での事故事例を検証し再発防止 

に努めると共に、非常災害時の対応を学ぶ 

 (7) 子どもの人権擁護のためのセルフチェックを行い、不適切な保育等を 

   未然に防ぎ、自らの保育を振り返る場を設ける 

 

３、 交流活動 

 ・昨年度に続き、仙台市内にあるこども園との 3 園対抗ドッジボール大会

を実施。さらに交流を深めたいとやかまし村より招待を受け、1 月に訪

問。卒園前に思い出に残る活動となった。次年度以降も継続していく。

また、法人グループ内でも連携を図りながら交流活動を実現していきた

い 

 

 

 

４、 職員教育 

 ・広い視野でこれからの教育保育を考えていけるよう、市内にとどまら

ず、他の行政主催の研修にも積極的に参加を促した。自己研鑽する職員

も多く、資質向上に取り組んだ 

 ・全国規模での研修では充実した内容のものも多く、今まさに学ばせてい

きたい内容のものも多くあった。グループワーク等も盛んで、保育観が

刺激される内容も多くある。資格取得の有無にかかわらず、県外での研

修も積極的に参加できるよう予算に計上していく 
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事 業 計 画 総    括 

 

事 

業 

計 

画 

 

５、危機管理 

(1) 毎月 1 回（基本：第 3 火曜日）の不審者対策を含む地震、火災、竜巻

J アラートの避難訓練を実施。※訓練の時間や方法は、子どもの状態

に合わせ、午前・午後・夕方等を想定するが、時間を知らせないで実

施することもある 

(2) 10 月には、富谷市消防署指導の下、総合避難訓練を実施 

(3) 5 月には、全職員緊急時に対応できるよう心肺蘇生法とエピペン処置

を学ぶ 

(4) 安全対策会議にて非常災害時の対応を学ぶ（上司不在を想定しリーダ

ー職員の育成を図る） 

(5) BCP 机上訓練実施 

 

６、年間行事計画   ※別紙参照 

５、危機管理 

 ・開園後初めて熊の出没が近隣で相次いだことを受け、予定を変更し熊対

策訓練を取り入れたり、地震が続いた際は訓練内容を地震に変更したり

と、その時々の状況に応じ、必要な訓練を実施してきた。引き続き危機

管理能力が職員全体で高められていくよう実践的な研修を盛り込んでい

く 

中 

期 

計 

画 

１、 中期計画 

(1) 安心安全な教育保育サービスの提供により定員維持を図る 

(2) 安全対策強化として、園庭フェンスと門扉交換 

(3) 利用者のニーズを見極めながらブランディングを進め、専門職として

の高い意識を持ちサービスを根付かせブランド化を目指す。 

(4) 子どもたちがより安全にそして快適に生活できる環境を整えて行く

為、計画的に施設の修繕、改修を行っていく（暑さ対策としてテラス

屋根延長、園庭の日よけ対策として植樹等） 

１、 中期計画 

 ・国の補助金を活用し、園庭フェンスの嵩上げ工事実施 

 ・非常時の対策として、実用できるポータブル電源２台購入 

 ・暑さ対策は引き続き計画に取り入れていく 

予 

算 

※別紙参照  ※別紙参照 

 

職員 

研修 

※別紙参照 ※別紙参照 
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令和７年度 施設外研修計画・実績報告 

アルシュ富谷こども園 

日付 研修内容 参加者 
申込

結果 

復命

書 
復命・回覧 

3/25 
保育所等における継続的な経営情報の

見える化に係る説明会 

副園長、主幹保育教諭    

4/8 園長    

5/2 

令和７年度幼稚園等 

中堅教諭等資質向上研修 

基本研修（オンライン） 

リーダー保育教諭 ○ ○ 復命 

5/12 
令和６年度教育実習反省会ならびに 

令和７年度教育実習打ち合わせ会 
副園長  ○ 復命 

5/12 
令和７年度富谷市児童虐待防止連絡協

議会代表者会議及び実務者会議 
保育教諭  ○ 復命 

5/23 
2025 年度宮崎県認定こども園 

園長・設置者研修会（オンライン） 
園長 ○   

5/23 
令和７年度 松島自然の家 

利用団体事前プログラム研修会 
保育教諭２名  報告書 回覧 

6/23 
全国認定こども園協会 

トップセミナ―2025 
園長    

7/14 
令和７年度奈良県支部・奈良市保育会 

合同研修会（オンライン） 
園長 ○ ○ 復命 

7/25 

令和７年度幼稚園等 

中堅教諭等資質向上研修 

専門研修１（オンライン） 

リーダー保育教諭 ○ ○ 復命 

7/29 

令和７年度幼稚園等 

中堅教諭等資質向上研修 

専門研修２（オンライン） 

リーダー保育教諭 ○ ○ 復命 

7/29 富谷市就学教育相談 保育教諭    

7/31 
令和７年度 幼稚園教育課程 

宮城県研究協議会 
副園長 地震の影響により、中止 

7/31～8/1 令和７年度食育推進研修会 主幹保育教諭 ○ ○ 復命 

8/4 

令和７年度幼稚園等 

中堅教諭等資質向上研修 

専門研修３（オンライン） 

リーダー保育教諭 ○ ○ 復命 

8/19 

2025 年度認定こども園協会 

主幹・副主幹保育教諭・ 

専門リーダー等勉強会（オンライン） 

主幹保育教諭 ○ ○ 復命 

8/19 大学派遣研修 副園長 ○ ○ 復命 
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日付 研修内容 参加者 
申込

結果 

復命

書 
復命・回覧 

8/26 大学派遣研修 副園長 ○ ○ 復命 

8/29 ５歳児健診会議 副園長 会議にて報告 

8/29 
令和７年度 宮城県 保育施設 

主任保育士研修（オンライン） 
主幹保育教諭 ○ ○ 復命 

9/1 認定こども園つむぎ野 視察 副園長、保育教諭２名 報告会 

9/2 大学派遣研修 副園長 ○ ○ 復命 

9/3 認定こども園やかまし村 視察 
主幹保育教諭 

保育教諭３名 
報告会 

9/9 
令和７年度 宮城県 

保育施設保育士基礎研修 
保育教諭 ○ ○ 復命 

9/18 やまつみ保育園 視察 
園長、副園長、 

保育教諭２名 
報告会 

10/23 宮城教育大学付属幼稚園公開研究会 保育教諭 ✕   

10/21～

10/21 
園長カンファレンス 園長 ○ ○ 回覧 

10/27 
令和７年度 中堅保育士研修会 

（オンライン） 
保育教諭 ○ ○ 復命 

11/4 
令和７年度富谷市認可保育園（所） 

認定こども園職員合同研修会 

主幹保育教諭 

保育教諭３名 
 ○ 復命 

1/20～

1/21 

全国保育協議会 

令和７年度 認定こども園研修会 
主幹保育教諭 ○ ○ 復命 

2/1 宮城の保育の今後を考える会 副園長、他２名  ○ 復命 

2/25 
えがおのはなさくみんなのほいくえん 

視察 
副園長、保育教諭６名  ○ 復命 
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アルシュ多賀城保育園 事業計画（総括） 

 

基本方針 

令和 7年度事業計画 

中期計画 

令和 7年度予算 

職員研修計画 
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事 業 計 画 総   括 

基 

本 

方 

針 

１、保育理念 

子どもの最善の利益 

子どもの福祉の増進 

２、保育目標 

 豊かな人間性をもった「愛される子ども 人を愛せる子ども」を育てる 

３、保育方針 

（１）一人一人の子どもの状態や家庭環境、生活の実態の把握に努め、安心

感と信頼感をもって園生活を送れるように、子どものありのままの姿

を受け止める 

（２）子どもの生活リズムを大切にし、健康、安全で情緒の安定した生活が

できる環境や、自己を十分に発揮できる環境を整える 

（３）子どもの発達について理解し、一人一人の発達過程に応じて保育する。

その際、子どもの個人差に十分配慮する 

（４）子どもの相互の関係作りや互いに尊重する心を大切にし、集団におけ

る活動を効果あるものにするよう援助する 

（５）子どもが自発的、意欲的に関われるような環境を構成し、子どもの主

体的な活動や子ども相互の関わりを大切にする。特に乳幼児期にふさ

わしい体験が得られるように、生活や遊びを通して総合的に保育する 

（６）一人一人の保護者の状況やその意向を理解、受容し、それぞれの親子

関係や家庭環境等に配慮しながら、様々な機会をとらえ、適切に援助

する 

４、施設目標 

（１）施設の目指す姿 『関わる全ての人が笑顔でいられる保育園』 

・安心・安全な保育の継続による子どもにとって最もふさわしい生活の

場の提供 

 

１．「保育理念」「保育目標」「保育方針」の保育実践基準としての行動反映 

 

①理念・目標の保育計画への落とし込み 

・保育理念「子どもの最善の利益」を具体化するため、指導計画の作成段階

から、その活動が「子どもの興味・関心」「子どもの育ち」にどう繋がる

かを意識 

【成果】各クラスの計画において、大人の都合（行事優先等）ではなく、子

どもの興味・関心を起点とした活動構成が増加、行事内容の見直しが図ら

れた 

 

②職員の共通認識形成に向けた園内研修と添削指導 

・保育方針に基づいた質の高い関わりを実現するため、園長・主任・副主任

による保育記録の個別添削と園内研修を実施 

【成果】抽象的だった記録が、子どもの姿を育ちの側面から具体的に捉えた

内容に少しずつ変化している 

【課題】保育士一人ひとりの「子どもの捉え方」に差があり、多角的にみら

れる利点もあるが、偏りや根本的な視点のズレも見られ、直し作業に時間

を要している。一人ひとりの保育観を広げ「ありのままの姿を受け止め

る」「子どもの興味関心を捉える」こと、「過剰な安全管理」を避け、リス

クとハザードの視点を明確にもてるようにしていく 

 

２．「園に関わる三者」（子ども、保護者、職員）のウェルビーイング 

 

①安心・安全を基盤とした「生活の場」の提供 

・ハード・ソフト両面での安全管理を徹底しながら、子どもが自己を十分に

発揮できる環境を考えた。また、保護者に寄り添いながら、子どもにとっ 
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事 業 計 画 総   括 

基 

本 

方 

針 

・職員が自園の良さや強みを意識し、この園での保育実践に誇りをもち、

充実感を味わいながら働くことのできる環境づくり 

（２）職員に求める姿  

・常に自らの人間性と専門性の向上に努め、保育者としての責務を果た

そうとする人 

・チームワークを大切にし、日々の保育や子育て支援を通して保護者や

関係機関とより良い関係を築きながら、子どもの最善の利益を考え行

動できる人 

・自らの興味関心によるさまざまな経験を積み、感性豊かに自らの視野

を広げようとする人 

５、ブランド化に向けての具体策 

（１）質の高い保育 

・職員は子ども一人ひとりの理解に努め、研修や日常生活を通し自らの

人間性や社会性、専門職としての向上に努め自己研鑽する 

・保育理念を基本に「優しい心の育み」と「考える力の成長」を重点目

標とし「人を愛し人に愛される子ども」を育てる 

（２）保護者からの信頼 

・保育のねらいや子どもの育ちを明確化し、保育の質の高さを実感でき

る内容の情報発信 

・保護者の就労状況や家庭環境を十分に理解し、日頃からのコミュニケ

ーションを密に、保護者自身に寄り添う対応 

・共に子育てする仲間としてのつながりを構築し大切にする関係 

（職員と、保護者同士で） 

（３）地域に開かれた施設 

・立地を活かした公共交通機関の利用体験や地域交流の実践 

・地域とのつながりを大切に地元住民、地元企業、行政等と連携した 

ての最善を共に考える姿勢が、年度末の保護者アンケートでの良い評価へ

繋がったものと考える 

 

②職員の誇りと充実感の醸成 

・「自園の強み（ふるさと教育、食育、主体的な保育など）」を指導案作成時

や園内研修で再確認する機会を増やした。自分達の実践が、子どもの育ち

にどう貢献しているかを可視化することで、職員が自身の仕事に誇りを持

ち、意欲的に取り組める風土づくりに着手した 

【成果】 経験年数に関わらず、根拠に基づいた保育実践をしようとする意

識が定着しつつある。自身の課題を客観的に捉え、自律的に学ぶ姿勢が見

られるようになった 

 

③保育者の感性豊かな視点の拡大 

・「保育」の世界に限らず、自らの興味・関心を広げることを推奨。職員が多

様な経験（趣味や社会活動、新たな学びなど）を保育に還元できるよう、

ワークライフバランスの意識を高めた。また、休憩・休暇取得の促進やワ

ークライフバランスの意識改革を行い、リフレッシュと自己研鑽の両立を

支援した 

【成果】感性が豊かになることで、子どもの小さな発見や感動に共感できる

職員が増え、日々の保育がより豊かなものへとつながっている。また、保

育のアイデア（製作、表現遊び、地域交流など）に反映されている 

【課題】業務の効率化（ICT の活用等）をさらに進め、職員が子どもと向き

合う時間と心の余裕を確保し続けることが大切だと考える。また、それぞ

れの保育観を尊重しつつ、園としての保育方針の軸をさらに強いものにし、

保護者や地域からより一層信頼される園づくりを推進していく 
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 事 業 計 画 総   括 

 
保育の展開 

（４）学ぶことのできる保育現場 

・保育所保育指針に基づいた保育実践 

・必要な知識・技術の習得・維持のための研修実施、外部研修への参加 

・目指すキャリアが明確な職員組織構成 

④地域との交流 

・介護予防サポーターを中心とした多賀モリ会との「多賀モリ体操」 

・ゼライス株式会社多賀城工場との協働食育活動 

・地域高齢者トーンチャイムサークル「結」による演奏・交流 

・特別養護老人ホーム中野あおばの杜へのプレゼント、うみの杜水族館遠足 

事 

業 

計 

画 

１、 職員配置 

（１）クラス編成：計５９人（内新入園児１５名） 

０歳児９名 １歳児１０名 ２歳児１０名 

３歳児１０名（内要配慮児 1 名） 

４歳児１０名（内要配慮児 1 名） ５歳児１０名 

（２）職員構成：計２２名  

【正規８時間職員】 

園長１名 主任１名 副主任１名 上級保育士４名  

中級保育士５名 初級保育士２名  

【パート職員（週１９時間以内）】 

パート保育士３名（早番、遅番、要配慮児加配） 

保育補助員４名（午前４時間２名、午後２時間１名配置） 

２、職員教育 

（１）キャリアアップを明確にした職員構成により、業務分掌・職員指導担

当者の役割を明確化 

（２）毎月２回園内研修を実施 

中堅職員が研修の企画・進行を担当し、職員が主体的・対話的に学び

合う研修を実施 

（３）副主任、専門リーダーA の３名を柱に職員の保育力向上を図る。それ

ぞれに担当クラスを指定し、職員教育に努め保育園全体の質を向上さ

せる 

①園児数・職員状況 

・給食委託業者の変更により離乳食提供体制が整わず、０歳児の新規受入れ

を停止。１人ずつ受入れを開始したが、次年度入所調整時期に入り年度末

まで１名は調整なし 

・要配慮児２名を含め、全体的に保育利用時間が長くなっている。定められ

た保育士配置数は遵守しているが、安全面・保育充実面（園庭活動など）

のための必要職員数は満たせていない。必要数雇用に尽力する 

【課題】 

給食栄養に関する業務（食事計画・園の栄養基準の作成など）を行うこと

のできる職員が不在。栄養士の雇用を含め、早急に検討が必要 

（調理業務委託により栄養管理は契約外事項） 

 

③ 離職防止 

・少人数グループワーク「保育カンファレンス」を実施。日々の保育や業務

への思いを自由に話す場を設け、新任職員も迷いや悩みが表出しやすい場

づくりを行った 

【成果】広い視野で保育することの重要性への気づき、より良い業務への取

り組みを考えるきっかけとなり、意識が向上した。また、様々なメンバー

で話す機会を通し、チームワークの向上にもつながった 
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 事 業 計 画 総   括 

事 

業 

計 

画 

（４）専門リーダーB 及び職務分野別リーダーを任命、担当分野における知

識・技能の向上に努め、担当分野について園全体の質の向上を目指す 

（５）月 1 回程度、若手職員を対象としたカンファレンスを実施。保育以外

も含めた日々の悩みを共有する時間を設け離職防止につなげる 

３、幼老福祉 

新型コロナウイルス感染症の５類移行後も高齢者施設等に関しては感染

防止のために外部接触を控える傾向が続いている。地域高齢者との交流機

会をもち、高齢者の方には生きがいを、子どもたちには思いやりの気持ち

をもつ機会となるよう努めていく 

４、事 業 

（１）延長保育事業 

（２）地域子育て支援事業 

  ・親子保育体験 

  ・子育て相談 

（３）実習生の受け入れ 

  ・東北生活文化学園短期大学より 1 名受入れ予定（保育実習Ⅰ・Ⅱ） 

５、危機管理 

安全計画に基づき、具体的に次の事項について実施する 

（１）交通安全指導（年３回） 

（２）消火訓練・火災・地震・津波を想定した避難訓練の実施 

（毎月、ビル合同訓練年 2 回） 

（３）事業継続計画（ＢＣＰ）の見直し 

（４）ヒヤリハット事例の収集・分析・再発防止のための対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・延長保育利用児は減少。1 日平均 1～2 人 

 

 

 

 

 

【成果】 

・多賀城市地域防災リーダー講座修了（１名） 

 

【課題】 

・各種訓練、計画の見直しを実施。園内研修で具体的に確認しながら、実際

に使えるマニュアルになるようさらに見直しが必要 
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 事 業 計 画 総   括 

事 

業 

計 

画 

６、主な行事 

入園オリエンテーション、進級式、運動会、発表会、クリスマス会 

もちつき会、電車遠足（４・５歳児）、茶道教室（４・５歳児） 

保育参観、保護者懇談会 

７、重点保育内容 「食べること」と「遊ぶこと」 

（１）自分の住む町を知り愛情を抱くふるさと教育 

（２）子どもの健やかな心身の発達援助 

・子どもの興味・関心に基づいた保育計画、保育実践 

・子どもの「話す機能」「食べる機能」の発達を促す口腔機能発達援助 

・からだを使って楽しく遊ぶ中で育つ運動発達の保障 

【成果】 

・地域の企業、高齢者等との協働で活動を実施。また、茶道や季節の行事を

通して、「ふるさと教育」、「日本文化継承」に繋がる活動を多く取り入れた 

 

【課題】 

・給食委託業者の変更により、予定していた「咀嚼」・「口腔機能発達」を促

すための取り組みは中止。連携の再構築が必要な状況下で「通常の給食を

滞りなく安全に提供すること」に専念した。子どもたちの食の安全を守る

ために不可欠な判断であった 

中 

期 

計 

画 

１、中期計画 

（１）地域社会の福祉ニーズに対応した事業の実施 

①保育園の安定した運営   

②地域の乳幼児親子に向けた子育て支援の実施 

   ③保育士養成・保育士の質向上のための学び合う保育環境の構成 

（２）保育の見える化の充実 

   ・保護者向けにドキュメンテーションでクラスの様子や育ちを発信 

   ・園外に向けて SNS で園の様子や特徴を発信 

   ・保育所入所・転所を考える未就園児、就職希望者に向けた HP 作成 

（３）目指すビジョンの明確化 

   ①目指す施設像・保育観の共有 

②理想の施設にするための職員像の確立 

   ③職員の主体的・対話的な学び合いによるサービスの向上 

   ④施設のブランド化に向けた職員の意識改革 

 

 

 

【課題】 

・安定した保育園運営のためにブランディングが必要。これまで取り組んで

きた「日常の中の食育」については、保護者や保育関係者からの評価が高

く、就職希望者からも応募のきっかけになることが多かった。継続が難し

くなり、新たな方向性を検討している。 

確実に少子化が進む中、軸となる特色を打ち出し、PR していけるよう考え

ていきたい 
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 事 業 計 画 総   括 

中 

期 

計 

画 

【多賀城市における定員と在籍児童数の推移】 

 R4.10.1 R5.10.1 R6.10.1 

施設数 27 27 27 

利用定員 1,459 1,471 1,466 

在籍 1,376 1,374 1,391 

充足率（％） 79 87 82 

・R7 年度入所調整 10 名の内、第 1 希望 9 名、第 2 希望 1 名 

・駅前に立地しており、電車通勤に保護者にとっての利便性が良い。 

口コミからの見学や入園希望者が多くみられた。 

・ビル内であることの環境のマイナス面を保育内容でカバーし、電車遠

足など立地を生かした保育に取り組んでいく 

 

予 

算 

※別紙参照 ※別紙参照 

職 

員 

研 

修 

保育者は自身のもつ文化や価値観の枠組みを保育の場において意図的また

は無意識に子どもに示している。職員はこの枠組みを常に絶対視することな

く、いつも柔軟な姿勢で見直し続ける必要がある。そのために必要な次の研

修を実施・受講する。 

（１）保育の専門性を高める研修 

（２）職種に応じた立場や役割を認識し、職務遂行のために資質・指導力の

向上を図る研修 

（３）保･幼･小の連携を促進する研修 

（４）子育て支援者としての役割に関する研修 

（５）子どもの人権と虐待防止に関する研修 

※別添参照 

【成果】 

・職員が自らの保育観をアップデートし続け、課題を多角的に捉えることで、

園全体に活気が生まれた。 

特に、東北ブロックや全国レベルの研修へ積極的に参加し、最新の保育状

況や他園の先進事例を吸収したことで、広い視野で自らの立ち位置を確認

できたようだ。 他園の保育者との交流は、職員にとって大きな刺激となり、

専門職としての「意欲」が高まってきている。 

また、参加した職員が、帰園後に学んだことを他の職員へ伝達講習する姿

が見られ、組織の活性化につながっている 
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多賀城市子育てサポートセンター 事業計画（総括） 

 

基本方針 

令和 7年度事業計画 

中期計画 

令和 7年度予算 

職員研修計画 
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事 業 計 画 総    括 

基 

本 

方 

針 

1. ブランド化に向けての具体策 

地域子育て支援拠点施設として、「利用者（子育て中の保護者、子ども）にと

って安心・安全基地」の役目を果たし、子どもが健やかに育まれ、保護者は

子育てへの意欲や自信を高めることを目指す。 

 

(1) 顧客から共感が得られるサービス 

「居心地が良いと感じられる空間」 

日常的な挨拶と笑顔で迎え入れ、ありのままを受容する 

子ども同士、親同士、地域の様々な人たちと子育て家庭をつなぐ 

(2) 顧客から信頼の得られるサービス 

「多様な利用者を理解し、寄り添った丁寧な関わり」 

傾聴を心がけ、適確なニーズを把握し支援する 

情報の保護や情報管理、守秘義務の遵守 

(3) 顧客に誠実なサービス 

「当事者性と専門性」 

利用者に敬意を持ち、可能性を信じる 

職員同士のチームワーク、知識やスキル向上 

(4) 顧客に分かりやすいサービス 

「多機能型施設」 

施設の複数のサービスについて、広く知らせる（リーフレット、SNS、

アウトリーチ、口コミ） 

事業間の連携、個々に合わせたコーディネート 

 

2. 基本方針 

(1) 2028 年 3 月 31 日までは多賀城市と業務委託契約を結び運営していく。

その際、施設長は、多賀城市職員が兼任で配属される。 

1. ブランド化に向けての具体策 

地域子育て支援拠点の中心として、各種事業を展開し、関係機関と連携しな

がら、多賀城市の子ども・子育て支援施策の大きな役割を担うことができた 

 

 

・利用者に寄り添った姿勢と丁寧な対応は、利用者との信頼関係の構築につ

ながっている。利用者アンケートからも評価されていることが伺える。満

足度は非常に高く、安心して利用できるという意見が多くあった。職員の

対応も話しやすい、優しくて親切など評価は高い 

・地域の子育て資源となるボランティアの育成や地域団体・企業との連携事

業、インスタグラムを使った情報提供を行うことができた 

・職員のスキル向上のための研修会参加や、これまで培われてきた職員の経

験や知識の共有、継承するための勉強会など、人材育成にも取り組むこと

ができた 

・多機能型（４事業）の施設は近隣市町村では珍しく、一時預かり事業や土

日祝日の開設、ひろばに職員が常駐しているところは評価され、利用のき

っかけが友人・知人となっていることが多い。また、同じ施設内にあるサ

ービスは場所や職員に慣れていることから使いやすいと評価されている 

 

 

 

 

 

2. 基本方針 

(1) 大きな事故やトラブルもなく運営することができた 

施設長は多賀城市保健福祉部子ども政策課課長が兼任 
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 事 業 計 画 総    括 

基 

本 

方 

針 

(2) 地域子育て支援拠点としての役割 

地域子育て拠点として、利用者同士の交流を促進するとともに、行政な

どの関係機関や地域・企業などと協力して、総合的かつ効果的に子育て

を支援するための体制を構築する。 

(3) 相談・情報提供・助言・支援機能の充実 

「子育ての不安感を解消する手がかりを伝える最初の入口」として、子

育てに悩む養育者が、常時相談できる機会を提供する。また、関係機関

と連携した支援等を行うための横断的な体制も構築し、相談内容に応じ

て、子育て情報や上限を提供し、支援を行うほか、必要に応じて関係機

関を紹介する。 

 

(2) 利用者数は、昨年度より増加している。利用のきっかけは、友人知人か

らの紹介が多い。ひろばに職員を 2 人配置することで、利用者同士の交

流が促進されるように努めている。毎日行われる「すくっぴータイム」

も交流を促すような種目を取り入れている。 

地域や企業などにも多数活用し、協力を得られている 

(3) アンケートより、安心して利用できる、話しやすい、優しくて親切など

高い評価を受けており、利用者の思いに寄り添いながら、気軽に相談で

きる環境を作ることができている。 

また、会議等に参加し、関係機関と顔の見える関係づくりを行っている 

事 

業 

計 

画 

1. 人事 

配置職員：計 15 名 

・センター長（正職）1 名 

・主任（正職）1 名 

・利用者支援事業・子育て世代包括センターリーダー 

【子育てコンシェルジュ】（正職）1 名 

・ひろばリーダー（正職）1 名 

・ひろば（正職）2 名  

・ひろば（パート）2 名 

・一時預かりリーダー【保育士】（正職）1 名 

・一時預かり【保育士】（正職）1 名 

・一時預かり【支援員】（契約 8ｈ）1 名  

・一時預かり【保育士】（パート）2 名   

・ファミリー・サポート・センターリーダー（正職）1 名 

・ファミリー・サポート・センターアドアイザー（契約 8ｈ）1 名 

1. 人事 

配置職員：計 16 名 

・センター長（正職）1 名 

・主任（正職）1 名 

・利用者支援事業 

【子育てコンシェルジュ】（正職）1 名 

・ひろばリーダー（正職）1 名 

・ひろば（正職）2 名  

・ひろば（パート）2 名 

・一時預かりリーダー【保育士】（正職）1 名 

・一時預かり【保育士】（正職）1 名 

・一時預かり【保育士】（契約 8ｈ）1 名  

・一時預かり【保育士】（パート）3 名   

・ファミリー・サポート・センターリーダー（正職）1 名 

・ファミリー・サポート・センターアドアイザー（契約 8ｈ）1 名 
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 事 業 計 画 総    括 

事 

業 

計 

画 

2. 事業 

(1) 地域子育て支援拠点事業 

ア 親子の交流の場の提供と交流の促進 

・親子の居場所を提供する。（年間利用者数目安：28,000 人） 

・親子同士の交流の機会をつくる。（実施目安：随時） 

・養育者同士での友達作りやピアサポート、地域でのサークル活 

動につなげるための養育者同士で集まることができる事業を開催する

（事業開催目安：毎月 3 回以上） 

・妊婦等にセンターの周知を行うとともに、妊婦等向けの事業を定期的

に開催する 

・公民館等を利用し、センターから離れた地域においても、同様の事業

を開催する（事業開催の目安：年 4 回以上） 

イ 子育てに関する相談、支援 

・相談を受付し、個々の状況に応じた情報の提供・助言を行う 

必要に応じて、個別対応あるいは関係者と連携して情報を共有し解決

に向けた適切な支援を行う（相談目安：700 件） 

・地域子育て支援拠点の中心的役割として、他の地域子育て支援拠点と

の定期的な会議を実施する 

ウ 子育て関連の情報提供 

・パンフレットラックを活用した子育て情報を自由に閲覧できる情報コ

ーナーを設置し、常に最新の情報提供をする。（実施目安：随時） 

・ホームページや広報誌、その他、多様な媒体を活用し、積極的に情報

発信と提供を行う（実施目安：随時） 

・養育者同士の情報交換ツールとして、子育てに係る有益な情報などを

相互に手書きのメッセージなどで伝える掲示ボードを設置し、管理、

運営する（実施目安：随時） 

2. 事業 

(1) 地域子育て支援拠点事業 

ア 親子の交流の場の提供と交流の促進 

→ひろば利用者数（R8.3.31 現在）28,841 人 

・前年度より利用者が増加した。150 人増 

・親子同士が交流しやすいように、随時介入している 

・同年齢ごとの事業、おやじの会、双子や、発達に凸凹があるお子さん

の保護者、ひとり親等、サークル支援を目的とした事業実施した 

・妊婦も参加できる事業「ベビー＆マタニティタイム」を毎月実施。新

たな試みでは「マタニティさんとねんね赤ちゃんのママの会」と題

し、背守りを肌着に刺繍したり、おさがり会やファミリーコンサート

の対象者とした 

・市内公民館を使用し、どこでもハッピーを三館合同事業として開催 

した 

イ 子育てに関する相談、支援 

→相談件数（R8.3.31 現在）679 件 

・利用者の話を傾聴し、出産や子育ての不安を軽減できるよう情報提

供、助言に努めた。発達や基本生活についての相談が多かった 

・子育て支援機関包括会議は、12 回開催した。第 1 部では、相談件数

や内容の共有、ケースの支援検討、第 2 部では、合同事業や各施設の

事業について情報交換の場となった 

・三館合同で行う事業については、中心的役割となった 

ウ 子育て関連の情報提供 

・子育て関連情報についてホームページ・フェイスブック・インスタグ

ラムの投稿を随時行った 

「＃毎日すくっぴー」は、子育て情報やあそびの紹介など毎日投稿 
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事 業 計 画 総    括 

事 

業 

計 

画 

・機関紙「すくっぴーだより」を発行する（発行目安：毎月 1 回以上） 

エ 子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 

・親子向け、支援者向けの事業を実施する 

（事業開催目安：120 回以上） 

(2) 利用者支援事業 

・子育てについての各種相談に応じ、子育てコンシェルジュが中心とな

って相談を受け、個々の状況に応じた情報の提供・助言を行う。必要

に応じて、個別対応あるいは関係者と連携して情報を共有し解決に向

けた適切な支援を行う 

（相談目安：120 件以上） 

・子育てコンシェルジュなんでも相談日を開催する 

（開催目安：毎週 1 回以上） 

・子育てコンシェルジュを中心として、関係機関との連携調整、連携会

議を行う（実施目安：随時） 

・地域の子育て資源となる人材の育成と、社会資源の発掘を行う 

（実施目安：随時） 

(3) 一時預かり事業 

・2 名以上の保育士で対応できる範囲内で、6 か月以上の乳幼児の一時

預かりを行う（年間利用人数目安：900 人） 

・養育者の育児負担の軽減、親離れ・子離れのトレーニングなど 

親子の自立成長に向けた手段としての利用を促進する 

(4) ファミリー・サポート・センター事業 

・会員の募集、登録その他の会員組織運営業務を行う 

（年間登録会員数目安：280 人【利用会員】、120 人【協力会員 

＊両方会員を含む】） 

した 

「すくっぴーだより」は、毎月 20 日 12 回発行した 

・事業予定や各実施事業について、4 コマ漫画等を掲載し、ホームペー

ジ・インスタグラムに投稿している。市内公民館、市役所、市内保育

所、母子健康センター、病院等 44 か所に配置した 

「soda＋掲示板」は、年 4 つのテーマで運営した 

エ 子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 

→事業実施回数（R8.3.31 現在）172 回 

・「親子 DE クッキング」は、理研（株）、（株）アマタケ、coop、ゼライ

ス（株）、（株）松島蒲鉾本舗多賀城工場などの企業、アルシュ多賀城

保育園、ボランティア等に協力いただいた 

・三館・基幹保育所を対象に支援者研修を 2 月 18 日開催した 

うごきの基礎をつくる「からだの地図づくり」 

講師：らしくらす西海石みかさ氏 

(2) 利用者支援事業 

→子育てコンシェルジュ相談件数（R8.3.31 現在）152 件 

・ひろば巡回、拠点、一時預かりやファミサポからのつなぎの相談 

→子育てコンシェルジュなんでも相談日（R8.3.31 現在）50 回 

・毎週月曜日としているが、いつでも対応している 

相談内容は相談ファイルに記録し、スタッフ内で共有している 

・各種会議への出席や各機関との担当者レベルでの情報共有・連携支援

を実施した。多賀城市と連携し作成した「はぐはぐ」、「すくすく」「子

育てガイドブック」「すこやかファイル」などは、多賀城子育て応援ア

プリ「たがすく」として活用を促すことが必要だが、課題が多い 

親子保健との共同開催事業実施。パパママ学級・１歳児 come☆かむ広

場事業等のカンファレンス、必要に応じた参加者の情報共有は、その 
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事 

業 

計 
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・託児や送迎などの子育てに関する相互援助活動の調整等を行う 

（活動件数目安：年間 1,000 件以上） 

・会員に対して相互援助活動に必要な知識を提供する講習会を開催する

（開催目安：6 回以上） 

・会員交流を深め、情報交換の場を提供するための交流会を開催する 

（開催目安：年 2 回以上） 

・子育て支援関連施設（保育所、児童館、放課後児童クラブ、地域子育

て支援拠点等）との連絡調整を行う（活動目安：随時） 

・機関紙「ファミリーサポート通信」を発行する 

（発行目安：年 3 回以上） 

・地域や子育て中の保護者同士が子育てを支え合う環境を整える 

 

3. 子育てサポートセンター年間事業 ※別紙計画書の通り 

・年間事業実施回数：172 回（R7.3.10 現在） 

＊ 子育て支援事業・ファミサポ事業・ボランティア交流会含む 

・開館日：297 日 

・休館日：毎週水曜日・祝日の翌日・年末年始 12/28～1/4 

 

4. 職員教育 

(1) 支援法に定める子育て支援員研修をはじめとする研修の機会を確保す

る。また、職員は自己研鑽に励み、乳幼児とその養育者を支援するため

に必要な知識及び技能の修得、維持及び向上に努める 

(2) 定期または必要に応じて、職員での研修や職員の業務検討を行うための

調整会議等を開催する 

 

後の連携支援につながっている 

子育て相談機関包括会議、療育担当者会議、要保護対策協議実務者会

議、個別ケース会議へ出席した 

・地域の子育て支援者に子育て支援事業の講師やすくっぴータイムのミ

ニ講話の講師として活躍の場を提供した 

ボランティア交流会実施。内容は、清掃、情報交換、ボランティア依

頼など。清掃の他、事業の手伝いや装飾など延べ 473 人の協力があ

った 

(3) 一時預かり事業 

→一時預かり利用者数（R8.3.31 現在）699 件 

・利用人数は目安に達しなかった。昨年度より 19 件減少した。リフレッ

シュを目的とした利用が多い。 

・市内の利用は 8 割強を占める。 

・初めて家族以外に預ける親子が多いため、安心して利用できるよう保

育士の配置を増やして保育している。 

(4) ファミリー・サポート・センター事業 

→ファミサポ会員数・活動件数 

利用会員 243 名、協力会員 82 名、両方会員 47 名 計 372 名 

活動件数 1,814 件 

・会員増のためひろばで「ファミサポタイム」を実施し、協力会員、サ

ブリーダーとともにファミサポの周知を行う。研修室では「喫茶ファ

ミサポ」を実施し、お茶を飲みながら会員と交流する機会とした。新

たに「ファミサポ体験」を開催し、ファミサポの登録、預かりの体験

を行った 

新規協力会員講習会 3 回、協力会員・両方会員の集い 3 回、ステップ

アップ講習会 1 回など、計 7 回の学びの場を提供する。救急救命講習 
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5. 安全管理・危機管理 

(1) 施設安全点検 

・施設安全管理票に基づき、毎日実施する 

・施設安全管理簿に基づき、毎月第 4 水曜日に実施する 

(2) 対応マニュアル作成 

・災害・応急手当・感染症マニュアルを作成し、職員内研修にて対応訓

練を行う 

(3) 避難訓練実施 

・利用者の安全確保ができるよう、ビル内の事業者全体での訓練を 2 回

実施する。その他、施設として地震、不審者対応訓練、J アラートの避

難訓練を実施する 

(4) 減災都市 

・利用者の防災・減災の意識向上を目的とした事業を実施する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

については、「応急手当 WEB 講習」と実技２時間行った 

・ファミサポの集い 1 回、ファミサポタイム 3 回、喫茶ファミサポ 2 回、

「ファミサポ体験１回など計 4 回会員同士の交流、情報交換の場を提

供した 

・多賀城市の子育て支援関連施設や商業施設にポスター掲示やリーフレ

ット設置した。また、活動の内容によっては他機関との連携を図るこ

とができた 

・ファミサポ通信は 3 回発行。すくっぴーだよりと合同号とし、多くの

方に手に取って見てもらえるようにしている。会員への郵送は、年度

末の１回のみとし、ホームページやインスタグラムで見ることができ

ることを周知した 

・ファミサポ連絡会は開催されず、紙面にて報告のみとなった 

3. 子育てサポートセンター年間事業 

→事業実施回数（R8.3.31 現在）176 回 

・その他、「すくっぴータイム」毎日、「はじめてのすくっぴーひろ

ば」毎月開催した 

・多くの企業・子育て支援者に協力をいただき事業を開催することが

できた 

4. 職員教育 

・利用者支援事業専門員のためのネットワーク「利用者支援専門員

（基本型）のひろば」に積極的に参加し、情報提供・情報交換、事

例検討等を通じて、事業の促進やスキルアップに取り組んでいる 

・職員研修を毎月開催し、子育て支援拠点ガイドラインに基づいた研

修や業務検討を繰り返し行った 

・ひろば全協が主催する研修に参加した 
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5. 安全管理・危機管理 

・施設安全点検票に基づき毎日実施、日誌に記入した 

・毎月 1 回休館日には、詳細にわたって実施し、安全管理簿に記入し

た 

6 月 10 日 避難訓練（B 棟全体避難訓練） 

11 月 11 日 避難訓練（B 棟全体避難訓練） 

3 月 16 日  避難訓練（地震） 

5 月 29 日  不審者対応訓練（多賀城警察署） 

          Ｊアラート 避難行動の確認をした。 

・毎年減災・防災講話を 2 回実施。減災・防災のコーナーの設置 

 

中 

期 

計 

画 

1. 中期計画 

(1) 2028 年 3 月 31 日までは多賀城市と業務委託契約を結び運営し、その後

の契約更新（第 5 期）を目指す 

・優秀な人材の確保・育成に努める 

・運営業務仕様書に基づき質の良い事業を展開する 

(2) 令和 6 年度から、児童福祉法が改正により、こども家庭センターが設立

された（多賀城市は子ども家庭課） 

多賀城市子育てサポートセンターは、地域子育て相談機関として、妊産

婦、子育て世帯、こどもが気軽に相談できる子育て世帯の身近な相談機

関となり、こども家庭センター等と連携を図る。また、地域の資源を発

掘し、子育て家庭とつなぐ役割を果たす 

(3) 仕様書に定められた職員配置数が不足するなどの緊急時には、法人内の

他施設と連携を図り補い合える体制をつくる 

1. 中期計画 

・2028 年 3 月 31 日までの契約継続中 

・正職員数増加、基本給のベースアップを行い、職員の定着を図る 

・引き続き、この施設でどんな子育て支援を行っているのか分かり易く発

信し、多くの方に興味を持ってもらえる施設運営を目指していく 

・妊娠期からの利用促進については「ベビー＆マタニティタイム」の他、

ファミリーコンサートや子育て講話への参加を呼び掛けた。妊娠中から

の利用促進については、継続の課題とする 

・アンケートより、安心して利用できる、話しやすい、優しくて親切など

高い評価を受けており、利用者の思いに寄り添いながら、気軽に相談で

きる環境を作ることができている 

・職員の配置数厳守に努め、さらに土日専用のパート雇用により土日の負

担を軽減した 
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※別紙計画書の通り ※別紙報告書の通り 
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2026/3/31

月日 曜日 内容

1 4月23日 （水）
・多賀城市子育てサポートセンターについて
　地域子育て支援拠点について
・利用者アンケート振り返り

2 5月28日 （水） ・嘔吐対応、避難訓練

3 6月25日 （水） ・不審者対応(多賀城交番所長）

4 7月30日 （水）
・児童発達支援センター太陽の家について
　津波注意報発令のため延期

5 8月28日 （水）
・多賀城市こども家庭センター従事者研修（復命研修）
　対人援助に関わる職員のメンタルヘルスケアについて

6 9月24日 （水）
・児童発達支援センター太陽の家について
　講師：菅原　佐和子氏

7 10月29日 （水）
・救命救急講習
　講師：多賀城消防署

8 11月27日 （水）
・ケース検討
　児童発達支援センター太陽の家
　講師：菅原　佐和子氏

9 12月17日 （水）
・今年度振り返り
　担当ごとの打合せ

10 1月28日 （水） ・受付業務について

11 2月18日 （水）

・支援者研修（子育てサポートセンター）
うごきの基礎をつくる「からだの地図づくり」～ぽんぽんむぎゅをやって
みよう～
講師：西海石　みかさ氏

12 3月25日 （水） ・令和８年度について各事業と担当の確認

◎外部研修

子育て支援コーディネーターフォローアップ講座、地域子育て支援拠点従事者のための研修等へ参加

2025年度　職員研修年間計画

◎内部研修
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番号 日付 研修内容 参加者 申込結果 復命書
復命書

回覧
伝達講習

1 7/3
令和7年度子どもの心のケア推進事業

子どものための心理的応急処置紹介研修
主任 可 有 可

2 7/17 令和7年度児童文化普及事業「児童文化講座」 ひろば 可 有 可

3 7/17 令和7年度児童文化普及事業「児童文化講座」 一時預かり 可 有 可

4 7/29 令和7年度基幹保育所事業「地域型保育事業所等研修会」 一時預かり 可 有 可

5 7/29 令和7年度基幹保育所事業「地域型保育事業所等研修会」 一時預かり－ダー 可 有 可

6 7/31 令和7年度多賀城市子ども家庭センター従事者研修会 利用者支援リーダー 可 有 可

7 7/31 令和7年度多賀城市子ども家庭センター従事者研修会 センター長 可 有 可

8 8/7 地域子育て支援拠点等　初任者研修 一時預かり 可 有 可

9 8/19 令和7年度多賀城市児童発達支援センター勉強会 ひろば 可 有 可

10 8/19 令和7年度多賀城市児童発達支援センター勉強会 ひろばリーダー 可 有 可

11 9/19 利用者支援専門員研修 ファミサポリーダー 可 有 可

12 9/19 利用者支援専門員研修 利用者支援リーダー 可 有 可

13 9/26 地域子育て支援拠点等　初任者研修 一時預かり 可 有 可

14 10/20 多賀城市児童発達支援センター勉強会 ひろば 可 有 可

15 10/20 多賀城市児童発達支援センター勉強会 ひろば 可 有 可

16 11/11 令和7年度児童虐待防止講演会 主任 可 無

17 11/7 多賀城市児童発達支援センター見学会 主任 可 有 可

18 11/7 多賀城市児童発達支援センター見学会 一時預かり 可 有 可

19 12/3
多賀城市子ども家庭センター従事者研修

～健診後の支援、発達段階に応じた対応について～
センター長 可 有 可

20 12/3
多賀城市子ども家庭センター従事者研修

～健診後の支援、発達段階に応じた対応について～
主任 可 有 可

21 12/3
多賀城市子ども家庭センター従事者研修

～健診後の支援、発達段階に応じた対応について～
一時預かり 可 有 可

22 12/3
多賀城市子ども家庭センター従事者研修

～健診後の支援、発達段階に応じた対応について～
ひろば 可 有 可

令和7年度　施設外研修実績報告書
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番号 日付 研修内容 参加者 申込結果 復命書
復命書

回覧
伝達講習

23 12/8 地域子育て支援士二種養成講座（オンライン） 一時預かり 可 有 可

24 12/11 グループワーク活用術講座 一時預かりリーダー 可 有 可

25 12/11 グループワーク活用術講座 ひろばリーダー 可 有 可

26 12/12 利用者支援専門員交流会 利用者支援リーダー 可 有 可

27 1/25 地域子育て支援研修（東京） 一時預かりリーダー 可 無

28 1/25 地域子育て支援研修（東京） ひろばリーダー 可 有 可

29 2/2 地域子育て支援士二種養成講座（オンライン） 一時預かり 可 有 可

30 2/10
オンラインフォーラム

10年後の地域子育て支援を見すえていま語り合うべき視点
センター長 可 有 可

31 2/13 事例検討を通して学ぶ利用者支援事業の役割 利用者支援リーダー 可 有 可

32 2/20 宮城県アレルギー疾患連携推進事業講習会 一時預かり 可 有 可 受講せず

33 2/26 利用者支援スキルアップ講座（オンライン） 主任 可 有 可

34 2/26 利用者支援スキルアップ講座（オンライン） 利用者支援リーダー 可 有 可

35 2/26 利用者支援スキルアップ講座（オンライン） ファミサポリーダー 可 有 可

36 3/17 たがさぽ交流会2026 センター長 可 無

37 3/18
令和7年度多賀城市子ども家庭センター職員向け研修会

CCAP版　親と子の関係を育てるペアレンティングプログラム
センター長 可 有 可

38 3/18
令和7年度多賀城市子ども家庭センター職員向け研修会

CCAP版　親と子の関係を育てるペアレンティングプログラム
主任 可 有 可

39 3/18
令和7年度多賀城市子ども家庭センター職員向け研修会

CCAP版　親と子の関係を育てるペアレンティングプログラム
利用者支援リーダー 可 有 可

40 3/18
令和7年度多賀城市子ども家庭センター職員向け研修会

CCAP版　親と子の関係を育てるペアレンティングプログラム
ファミサポリーダー 可 有 可

41 3/18
令和7年度多賀城市子ども家庭センター職員向け研修会

CCAP版　親と子の関係を育てるペアレンティングプログラム
一時預かり 可 有 可

42 3/18
令和7年度多賀城市子ども家庭センター職員向け研修会

CCAP版　親と子の関係を育てるペアレンティングプログラム
アドバイザー 可 有 可
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